
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 THE SUWAKOSHU～諏訪湖周の魅力と歴史が織りなす市民フォーラム～ 

事業主体 

（連絡先） 

公益社団法人諏訪圏青年会議所 

 

事業区分 主：(1)地域協働の推進(6)産業振興、関連：雇用拡大（ア 特色ある観光地づくり） 

事業タイプ ソフト 

総事業費  2,619,816 円（うち支援金： 1,918,000 円） 

 

① 地域協働推進 

② 魅力と課題共有 

③ 郷土愛の醸成 

④ 定住意識の向上 

※自己評価【A】 

【理由】タウンミーティングでは、継続的な活動を

通じて参加者間で地域の魅力や課題を共有し、意識

改革につながりました。また、市民フォーラムでは、

日頃体験することのできない首長との対話や、諏訪

圏の文化歴史を知る機会を作ることで、参加者アン

ケートで想定を上回る結果が得られました。 

 

【市民フォーラム】 

 【目標・ねらい】 

 地域住民の参加により、地域住民間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが生まれ住民参画型のまち

づくり事業の成功が実現しやすくなること、地域の歴史や伝統文化の次世代

へ継承を通じて郷土愛醸成に寄与すること及び地域全体の発展やまちづくり

の改善に寄与することを期待し事業実施しました。本事業を通じ、諏訪圏域

外に出たとしてもまた帰郷したくなるような思いが芽生え､諏訪圏域への U タ

ーン維持・増加に繋がり、生産人口の維持・増加に伴う、地域経済、地域社

会の活性化が図られることを期待しています。これらの効果を図るため、以

下の２項目を事業効果の指標としました。 

 

・諏訪の魅力を再発見したと思った人の割合  10％以上 

→実績値：91％ 

・諏訪に移住を考えたと思った人の割合 10％以上 

→実績値：86％ 

１．高校生・大学生とのタウンミーティング活動 

•期間・規模：6 月〜10 月にかけて、諏訪圏域で期間中 4 回実施。各回３～６

名（延べ 15 名）が参加。 

•内容：諏訪圏域の持続可能なまちづくりのため、地域の魅力と課題について

討議し、魅力動画の制作や住民聞き取り調査を行った。6 市町村をそれぞれ一

本の動画にまとめた魅力動画作成を行い、観光や定住促進に活用。 

•効果：地域の魅力再認識と郷土愛醸成、定住意識の向上。 

２．市民フォーラム「THE SUWAKOSHU」 

•日時・場所・規模：10 月 26 日、諏訪市石彫公園、921 名参加 

•内容：①市民サミットで自治体首長や関係機関と諏訪圏域の魅力・課題を討

議。②食文化体験（そば打ち、地元料理）、地元産品のブース設置。③俳優やア

ーティストのステージ、伝統文化の人形浄瑠璃公演。 

•  

 本事業を通じ、地域の魅力と課題が広く共有され、郷土愛や定住意識が向上しました。また、参加者の意識変革を促し、観光促進と

地域活性化においても高い効果が確認されました。 

 今後は、フォーラムで制作した地域の魅力動画を自治体の観光・移住促進活動に活用し、SNS やホームページでの情報発信を強化し

ます。また、フォーラムやタウンミーティングで出た意見を活かし、住民・自治体・企業が一体となった課題解決プロジェクトを継続

的に実施し、住民参画型のまちづくり基盤をさらに強化していきます。 

 青年会議所の役割として、諏訪圏域の魅力や課題を考え、共有する場を継続的に提供し、フォーラムの参加者を中心とした次世代リ

ーダーの育成に努めます。さらに、地域住民の参画を促し、各活動を通じて諏訪圏域の持続可能な発展を牽引し、「住み続けたいまちづ

くり」に向けて具体的なアクションを継続します。 


